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1一　はじめ一二

　本研究の目的は，小学校の図画工作科（以下，

図工科）と中学校の技術・家庭科技術分野（以

下，技術科）との連携に向け，児童・生徒の発

達段階におけるものづくりに対する意識と構

想・設計能力の状況を横断的に把握することで

ある。

　小・中学校におけるものづくり学習は，1999

年にrものづくり基盤技術振興基本法」が施行

されて以来，その重要性を増している1）。r平成

22年度ものづくり基盤技術の振興施策」（2010）

では小・中学校の学習指導要領において，引き

続きものづくり学習を重視することが求められ

ている2〕。これまで，我が国の普通教育におい

ては，ものづくりに対する関心や理解，能力を

育む教育として，中学校の技術科が実践されて

きた。また，2008年告示学習指導要領において

は，小学校の図工科と中学校の技術科との間に，

その関連性が初めて示され，小学校の図工科に

おけるものづくり学習の重要性が指摘されてい

る3）4）。しかし，従来から小学校の図工科は中

学校の美術科に接続される教科との認識が一般

的であったため，学校現場における両者の連携

は現在，重要な実践課題となっている。

　そこで本研究では，図工科と技術科との小中

連携に向けた基礎的資料を得るため，小学校5

年生～中学校3年生（以下，小5～中3）の児

童・生徒を対象とした横断的な調査・実験を実

施し，ものづくりに対する意識や構想・設計能

力が学年によってどのように推移しているかを

把握することにした。

2．誓文の構成

第1章緒論

第2章児童・生徒の発達段階におけるものづく

　　　りに対する意識の推移

第3章構想・設計学習における生徒のレディネ

　　　スの類型化

第4章児童・生徒の発達段階における構想・設

　　　計能力の推移

第5章結論及ぴ今後の課題

3．研究の標真

31児責1・生徒の売連投詰におけるものづくリ

　　に対する意業の権移

　第2章では，小5～中3の児童・生徒1，624

名を対象に，ものづくりに対する意識が学年に

よってどのように変化しているかを調査した。

その結果，ものづくりに対する好意的意識，得

意意識は，小6において男子の平均値が一旦低

下した後，中学校で上昇に転じ，男女の意識が

逆転する傾向が見られた。しかし，ものづくり

に対する意欲は学年とともに減衰し，特に女子

では道具や材料に対する興味が中学校において

大きく減衰する傾向が見られた。次に，設計・

製作意欲に対する道具興味，材料興味，工夫志

向の影響力について重回帰分析を行った。その

結果，小5では道具興味の影響力が，小6では

材料興味の影響力が，中2では工夫志向の影響

力がそれぞれ最も強くなった。

　これらの結果から，ものづくりに対する意識

が小学校から中学校にかけて低下していく中で，

児童・生徒の設計・製作意欲を形成するために
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は，小学校高学年時における材料・道具体験，

中学校時における工夫体験がそれぞれ重要な役

割を果たしていることが示唆された。

3．2児童・生徒の売達段間二おける構想・皮1＋

　　能カの推移

（1）構想■設叶能力の自型化

　第3章では，児童・生徒の構想・設計能力を

把握するための分析基準として，材料加工学習

履修前の生徒のレディネスを把握した。中1の

生徒98名を対象に，「CDラックの構想・設計」

課題を与え，課題解決時の内省を自己評価させ

た（以下，自己評価）。同時に，技術科担当教員

3名で生徒の描画した構想・設計図を評価（以

下，教師評価）し，これらの自己評価・教師評

価の得点を用いたクラスタ分析（ウォード法）

を行った。

　その結果，材料加工学習履修前の生徒の実態

が，①構想・設計時の思考や表現を論理的に構

成できるr論理的構成型」（357％），②思考は

十分ではないものの，経験的にある程度のレベ

ルで構想・設計できる「経験依存型」（36．9％），

③構想・設計時の思考や表現が適切にできず，

イメージのみが先行する「イメージ先行型」

（27．4％）の3タイプに分類された。

（2）構想・設計能力の推移

　第4章では，第3章で作成した実験課題を用

いて，小5～中3の児童・生徒793名を対象と

した横断的実験を行った。

　その結果，構想・設計の際，児童・生徒が選

択した材料のうち，紙・段ボール，布などの身

近な材料の選択率が学年に伴って減少し，木材

の選択率が微増する傾向が見られた。第3章と

同様の手続きで，自己評価・教師評価を用いた

クラスタ分析を行った。その結果，小6～中3

の構想・設計能力は第3章で分類されたr論理

的構成型」，「経験依存型」，「イメージ先行型」

の3タイプで捉えることができた。しかし，小

5では，自己評価が高く，教師評価の低い「空

想型」の存在が新たに示された。学年別にこれ

らのタイプの構成比率を比較したところ，r空想

型」が小6で見られなくなった後，材料加工学

習の履修前後で「イメージ先行型」が減少し，

しだいにr経験依存型」やr論理的構成型」の

構成比率が高まっていく傾向が示された。

　これらの結果から，児童・生徒の発達段階に

おいては，小5から中3にかけて，構想・設計

能力のタイプが「空想型」から「イメージ先行

型」，「経験依存型」，『論理的構成型」へと推移

していくことが示唆された。

4．まとめと今検の操麗

　以上の結果から，ものづくり学習における小

中連携に向けては，①小学校高学年時の材料体

験・道具体験，中学校時の工夫体験など，設計・

製作意欲を高める学習適時性を踏まえた指導の

重要性，②小学校から中学校に至る構想・設計

能力のタイプの推移に基づいて「空想型」から

「イメージ先行型」や「経験依存型」，「論理的

構成型」への移行を支援する系統的な題材設定

の重要性の2点を指摘することができる。

　今後は，本研究で得られた知見に対する追試

を行うと共に，ものづくり学習の小中連携へ向

けた具体的な題材や学習指導方法を開発し，そ

の効果を実践的に検証していく必要があろう。
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